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　工
事
期
間
中
は
、
例

年
実
施
し
て
い
る
改
修
工
事

の
よ
う
に
、
期
間
的
に
は
、

市
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　そ
れ
は
、
施
設
の
中

に
１
個
し
か
な
い
の
か
、
３

炉
あ
れ
ば
３
炉
分
、
別
々
に

冷
却
装
置
と
い
う
の
が
あ
る

の
か
。

　
　
　施
設
内
に
２
炉
、
焼

却
炉
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

空
気
予
熱
器
が
付
い
て
い

る
。
で
き
る
だ
け
重
な
ら
な

い
よ
う
に
１
炉
ず
つ
改
修
を

行
う
予
定
に
し
て
い
る
の

で
、
大
丈
夫
だ
と
考
え
て
い

る
。

監
理
委
託
料
が
２
８
５
万
４

千
円
、
ご
み
焼
却
施
設
改
修

工
事
費
が
１
億
３
，
６
６
７

万
５
千
円
。
ご
み
焼
却
設
備

内
に
、
空
気
予
熱
器
と
い
う

熱
交
換
設
備
が
あ
り
、
こ
の

設
備
は
、
燃
焼
排
ガ
ス
の
高

温
を
、
炉
の
燃
焼
用
空
気
に

転
嫁
す
る
こ
と
で
燃
焼
効
率

を
向
上
さ
せ
る
役
割
と
、
排

ガ
ス
温
度
を
低
下
さ
せ
る
こ

と
で
、
あ
と
に
続
く
冷
却
装

置
、
有
害
ガ
ス
除
去
装
置
等

に
よ
り
、
排
ガ
ス
の
無
害
化

が
可
能
な
状
態
に
す
る
と
い

う
二
つ
の
役
割
を
持
っ
て
い

る
。
こ
の
設
備
が
経
年
劣
化

に
よ
り
破
損
の
恐
れ
が
あ
る

こ
と
が
判
明
し
、
早
急
に
更

新
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
の

補
正
予
算
で
あ
る
。し
か
し
、

補
正
予
算
を
承
認
い
た
だ
き

次
第
に
執
行
し
て
も
、
こ
の

設
備
を
製
作
す
る
だ
け
で
約

６
か
月
を
要
す
る
こ
と
か

ら
、
今
年
度
中
の
完
成
が
見

込
め
な
い
た
め
、
合
わ
せ
て

繰
り
越
し
も
お
願
い
す
る
も

の
。　

　
　工
事
を
す
る
期
間
に

関
し
て
、
焼
却
を
す
る
の
に

問
題
は
な
い
の
か
。

【
議
案
第
94
号
】
字
の
区
域

の
変
更
に
つ
い
て

　
　
　諏
訪
地
区
は
、
ほ
と

ん
ど
完
成
し
て
い
る
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
に
引
き
渡
す

の
か
。

　
　
　工
事
も
全
て
終
わ
っ

て
お
り
、
確
定
測
量
ま
で
全

て
終
わ
っ
て
い
る
。

　
【
議
案
第
95
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
８
号
）

〈
建
設
部
関
係
〉

説
明
　台
風
９
号
及
び
10
号

に
よ
り
発
生
し
た
災
害
に
つ

い
て
、
河
川
４
箇
所
、
道
路

４
箇
所
、
合
計
８
箇
所
の
被

災
箇
所
の
早
期
復
旧
を
図
る

た
め
の
補
正
予
算
で
あ
り
、

現
予
算
額
１
億
３
，
０
９
０

万
８
千
円
に
４
千
万
円
を
追

加
補
正
し
て
、
補
正
後
の
予

算
額
１
億
７
，
０
９
０
万
８

千
円
に
よ
り
、
被
災
箇
所
の

早
期
復
旧
を
図
る
計
画
で
あ

る
も
の
。

　
　
　災
害
に
つ
い
て
は
、

国
の
査
定
が
遅
れ
た
の
か
。

そ
れ
で
、
こ
れ
だ
け
遅
れ
て

設
計
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
か
。

　
　
　こ
の
補
正
箇
所
に
つ

い
て
は
、
台
風
９
号
と
10
号

に
よ
る
被
災
と
な
っ
て
い
る

が
、
国
の
査
定
に
達
す
る
要

件
に
な
ら
な
い
の
で
、
単
独

災
と
い
う
と
こ
ろ
の
補
正
に

な
る
。

〈
環
境
水
道
部
関
係
〉

説
明
　繰
越
明
許
費
と
し

て
、
ご
み
焼
却
施
設
空
気
予

熱
器
改
修
事
業
１
億
３
，
９

５
２
万
９
千
円
の
繰
り
越

し
。
続
い
て
、
ご
み
処
理
施

設
等
整
備
事
業
費
と
し
て
１

億
３
，
９
５
２
万
９
千
円
を

計
上
。
内
訳
は
、
測
量
設
計

質  

疑

質  

疑

〈
農
林
水
産
部
関
係
〉

説
明
　農
林
水
産
業
費
県
補

助
金
、
強
い
農
業
・
担
い
手

づ
く
り
総
合
支
援
交
付
金
３

７
３
万
１
千
円
。
雑
入
、
農

業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
費

補
助
金
返
還
金
37
万
５
千

円
。

説
明
　負
担
金
補
助
及
び
交

付
金
、
強
い
農
業
づ
く
り
交

付
金
事
業
、
農
業
用
ハ
ウ
ス

等
災
害
等
対
策
支
援
事
業
補

助
金
４
９
８
万
２
千
円
。
償

還
金
利
子
及
び
割
引
料
、
農

業
後
継
者
育
成
事
業
37
万
５

千
円
。

答  

弁
答  

弁

農
林
水
産
・
建
設
委
員
長
報
告
（
概
要
）

議
案
２
件
を
原
案
可
決

中村哲康
委員長

さ
れ
る
の
か
、
ま
た
は
、
新

た
に
こ
の
分
だ
け
契
約
さ
れ

る
の
か
。
そ
れ
か
ら
、
県
の

新
し
い
生
活
様
式
、
上
限
10

万
円
の
申
請
を
し
な
か
っ
た

理
由
は
。

　
　
　湯
楽
里
は
、
指
定
管

理
の
委
託
料
と
い
う
こ
と
で

委
託
契
約
を
結
ん
で
い
る
。

今
回
変
更
が
出
た
分
に
つ
い

て
は
、
改
め
て
変
更
契
約
の

形
で
契
約
の
締
結
を
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
新
し
い
生

活
様
式
の
補
助
金
だ
が
、
上

限
10
万
円
と
い
う
補
助
金
で

あ
る
。
湯
楽
里
に
も
協
議
検

討
し
て
く
れ
と
の
話
を
し

た
。
県
の
要
綱
で
は
、
公
営

事
業
と
し
て
国
や
地
方
公
共

団
体
か
ら
の
委
託
を
受
け
て

い
る
施
設
、
い
わ
ゆ
る
指
定

管
理
は
、
こ
の
対
象
に
は
し

な
い
と
要
綱
に
あ
り
、
湯
楽

里
は
該
当
し
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

【
議
案
第
96
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
　

説
明
　会
計
検
査
院
に
よ
る

実
施
検
査
で
算
定
方
式
を
過
大

に
算
定
し
て
い
る
と
の
指
摘
が

で
、
工
法
の
変
更
を
行
っ
た
。

【
議
案
第
95
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
８
号
）

〈
教
育
委
員
会
関
係
〉

　
　
　加
津
佐
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
、
口
之
津
プ
ー
ル

の
テ
ン
ト
が
台
風
９
号
、
10

号
で
被
災
し
復
旧
す
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
現
状
と
同
じ

よ
う
な
復
旧
を
す
る
の
か
。  

　
　
　破
損
し
た
テ
ン
ト
の

一
部
分
が
破
損
し
て
お
り
、

そ
の
部
分
だ
け
を
張
替
と
い

う
形
で
、
現
状
と
同
じ
よ
う

な
復
旧
を
考
え
て
い
る
。

〈
福
祉
保
健
部
関
係
〉

　
　
　湯
楽
里
の
指
定
管
理

運
営
委
託
料
と
し
て
、
今
回

５
９
１
万
４
千
円
計
上
し
て

あ
る
が
、
現
在
指
定
管
理
委

託
料
と
し
て
５
百
万
円
で
契

約
し
て
い
る
。
契
約
が
伴
う

の
で
、
５
百
万
円
に
上
乗
せ

し
、
こ
の
分
を
追
加
し
変
更

【
議
案
第
88
号
】
南
島
原
市

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て（
　
　
　国
民
健
康
保
険
税
の

減
額
、
軽
減
に
７
割
、
５
割
、

２
割
あ
り
、
そ
の
基
礎
控
除
額

を
33
万
か
ら
43
万
に
引
き
上
げ

た
こ
と
に
よ
り
、
市
民
に
と
っ

て
の
影
響
は
あ
る
の
か
。

　
　
　給
与
の
収
入
者
に
す

る
と
、
給
与
の
給
与
控
除
が

あ
る
。
今
ま
で
は
収
入
か
ら

65
万
円
を
引
い
て
所
得
を
出

し
て
い
た
。
そ
の
65
万
円
が

55
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
、

所
得
が
10
万
円
増
え
る
の
で
、

そ
れ
を
是
正
す
る
た
め
33
万

か
ら
43
万
円
に
引
き
上
げ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
年
金

も
同
じ
で
、
給
与
所
得
者
等

や
年
金
の
方
に
は
、
影
響
は

な
い
。

【
議
案
第
90
号
】
有
家
小
学

校
新
築
工
事
（
建
築
工
事
）

請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

説
明
　土
工
事
の
残
土
処
分
費

用
な
ど
で
７
３
５
万
２
，
４
０

０
円
減
額
し
、
請
負
代
金
を
16

億
４
，
８
０
３
万
７
，
６
０
０

円
に
変
更
契
約
す
る
。

　
　
　建
設
残
土
は
場
内
に

仮
置
き
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、

こ
の
前
は
、
堂
崎
港
に
仮
置

き
し
た
と
い
う
説
明
だ
っ
た

が
。　

　
　現
在
残
土
は
場
内
に

仮
置
き
、
一
部
は
堂
崎
港
に

仮
置
き
し
て
い
る
。

　
　
　堂
崎
港
に
一
部
残
し

て
い
る
の
は
、
残
土
と
し
て
処

分
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
ま
だ

使
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
。

　
　
　基
本
的
に
は
、
残
土

と
い
う
か
埋
戻
し
の
流
用
土

と
し
て
使
う
予
定
で
あ
る
。

最
終
的
に
余
れ
ば
、
処
分
す

る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

　
　
　今
回
の
請
負
契
約
の

変
更
は
、
最
終
的
な
変
更
な

の
か
。「
余
れ
ば
処
分
す
る
」

と
い
う
こ
と
な
ら
金
額
が
変

わ
る
可
能
性
も
あ
る
の
か
。

　
　
　今
回
の
変
更
は
、
金

額
は
最
終
と
い
う
こ
と
で
考

え
て
い
る
。
若
干
数
量
が
変

わ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
金

額
の
変
更
が
な
い
範
囲
で
数

量
の
変
更
を
行
う
と
い
う
こ

と
は
、
あ
り
得
る
か
と
思
う
。

【
議
案
第
92
号
】
有
家
小
学

校
新
築
工
事
（
機
械
設
備
工

事
）
請
負
契
約
の
変
更
に
つ

い
て

説
明
　浄
化
槽
設
置
工
事
を

行
う
際
、
転
石
が
あ
り
、
矢

板
を
打
ち
込
む
こ
と
で
近
隣

住
宅
に
騒
音
や
振
動
に
よ
り

影
響
が
あ
る
と
判
断
し
、
転

石
の
除
去
を
行
わ
ず
掘
削
と

平
行
し
矢
板
設
置
が
出
来
る

工
法
に
変
更
し
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
４
６
５
万
８
，
５

０
０
円
を
増
額
し
請
負
代
金

を
３
億
７
０
１
万
５
，
５
０

０
円
に
変
更
契
約
す
る
。

　
　
　騒
音
や
近
隣
住
宅
へ

の
影
響
は
設
計
の
段
階
で
分

か
ら
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　調
査
ボ
ー
リ
ン
グ
と

し
て
６
セ
ン
チ
、
７
セ
ン
チ

の
小
さ
い
ボ
ー
リ
ン
グ
を
敷

地
全
体
で
４
か
所
行
っ
た
。

転
石
が
あ
り
そ
う
だ
と
い
う

の
は
分
か
る
が
、
転
石
の
大

き
さ
な
ど
は
把
握
が
で
き
て

い
な
か
っ
た
。
今
回
は
実
際

掘
っ
て
転
石
が
多
か
っ
た
の

答  

弁
答  

弁

質  

疑

質  

疑
答  

弁
質  

疑
質  

疑

答  

弁
質  

疑
質  

疑

答  

弁
質  

疑

あ
り
、
平
成
27
年
度
分
の
補
助

金
の
返
還
金
４
，
４
１
３
万
３

千
円
な
ど
増
額
す
る
。

　
　
　会
計
検
査
が
入
っ
て

指
摘
さ
れ
た
と
の
こ
と
だ

が
、
24
年
に
会
計
検
査
が

入
っ
た
と
き
に
は
指
摘
は
な

か
っ
た
。
27
年
度
に
会
計
検

査
が
入
っ
た
と
き
本
市
は
対

象
外
だ
っ
た
が
、
県
内
の
自

治
体
は
同
じ
よ
う
に
指
摘
を

受
け
た
の
か
、
ま
た
、
現
在

は
国
保
連
合
会
か
ら
来
た
レ

セ
プ
ト
は
き
ち
ん
と
振
り
分

け
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　27
年
度
は
雲
仙
市
、

長
崎
市
と
大
村
市
が
指
摘
を

受
け
て
い
る
。
27
年
の
会
計

検
査
が
入
っ
た
と
き
に
、
国

保
連
合
会
の
デ
ー
タ
抽
出
自

体
を
振
り
分
け
を
す
る
よ
う

に
、
と
い
う
こ
と
で
デ
ー
タ

を
変
え
た
。
そ
の
後
に
新
し

い
シ
ス
テ
ム
が
入
っ
て
、
病

名
、
薬
の
点
数
か
ら
全
て
精

査
し
大
き
い
ほ
う
し
か
取
ら

な
い
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
代

わ
っ
て
い
る
。
28
年
度
以
降

の
請
求
は
間
違
い
な
い
。
30

年
の
会
計
検
査
に
お
い
て

も
、
28
年
、
29
年
分
の
指
摘

は
受
け
て
い
な
い
。
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文
教
厚
生
委
員
長
報
告
（
概
要
）

議
案
８
件
を
原
案
可
決

田中次　
委員長

基盤整備（深江町諏訪地区）

台風による口之津プールテントの破損

空気予熱器

農業用ハウス

台風による河川護岸の崩壊台風による市道路肩の崩壊

歳
　入

歳
　出


